
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

－１― 

平成２９年６月号 

啓成公民館 
米子市博労町４丁目３６４ 

TEL ３３－９０７５ 
Fax ３３－９０８３ 

（E-mail） 
keijyoh@chukai.ne.jp 

住之江 野津  堯 角二 大西 昭彦 

東山 長谷 勝実 冨士見 圓岡 倫生 

勝田東 角田 和久 冨士一 田中 溥朗 

勝田西 八幡 廣子 冨士二 田村 保之 

博一 小田 辰夫 錦一 大平 英雄 

博二 田中 俊長 錦二～１ 米川 昌子 

博三～１ 別所 清平 錦二～２ 野村太カ雄 

博三～２ 西村 寛治 朝日一 梶谷  均 

博四 田子 整 朝日二 坂本 昭伸 

糀二東 増谷 修一 日ノ出 嘉賀  彰 

糀二西 安藤  享 日ノ出一 宮田 淳二 

角一～上 足立 孝行 米原三 吉田 孝儀 

角一～下 新上 みや子 東福原一 秋田 健一 

 ・・・啓成校区自治連合会よりお知らせ・・・ 

  博三～１ 浜田幸夫さんが、啓成校区自治連合会より地域の発展と 

自治会活動推進に貢献されたことに対し表彰されました。 

【 

よ 

も 

や 

ま 

話 

】 
 

去
る
四
月
二
十
二
日(

土)

、
前
館
長
で
あ
る
寺

岡
利
雄
さ
ん
の
盛
大
な
ご
葬
儀
が
営
ま
れ
ま
し

た
。
享
年
、
七
十
九
歳
。
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・

音
楽
活
動
等
に
邁
進
さ
れ
た
充
実
の
ご
人
生
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

私
が
寺
岡
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
は
、
新
館

長
着
任
時
の
十
四
年
前
の
頃
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
当
時
、
私
は
自
治
会
の
文
化
部
員

だ
っ
た
の
で
、
会
合
で
何
度
か
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
、
平

成
二
十
年
に
「
啓
成
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
」

と
し
て
『
啓
成
校
区
運
動
会
』
を
久
方
ぶ
り
に
実

施
さ
れ
た
こ
と
。
そ
う
い
え
ば
我
が
小
学
生
時

代
、
確
か
に
啓
成
地
区
の
大
運
動
会
は
行
わ
れ

て
い
た
の
で
す
。
昭
和
四
十
年
前
後
、
当
時
の
児

童
数
は
約
千
五
百
人
。
校
庭
周
り
に
た
く
さ
ん

の
地
区
名
入
り
の
の
ぼ
り
旗
が
立
て
ら
れ
、
そ

れ
は
そ
れ
は
賑
や
か
な
地
区
運
動
会
で
し
た
。

そ
れ
が
、
い
つ
し
か
消
え
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
す
。「
ま
あ
、
と
に
か
く
一
度
や
っ
て
み
ま
し

ょ
う
や
。」
と
い
う
館
長
さ
ん
の
声
か
け
で
始
ま

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
一
回
き
り
で
と

い
う
話
か
ら
、
継
続
の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー

ト
も
あ
り
、
結
果
今
に
続
く
大
行
事
と
な
り
ま

し
た
。 

こ
の
他
、「
地
域
福
祉
部
」
な
ど
、
運
営
協
議

会
の
様
々
な
部
の
新
設
や
整
備
な
ど
多
大
な
ご

功
績
が
あ
り
ま
し
た
。
寺
岡
前
館
長
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
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